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ｲ)ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞでの初期値は、機能が有効になる直前の値となります。
ﾛ)ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞでの初期値は、機能が有効になる直前の値となります。
ﾊ)ﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞでの初期値は、最低1ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの間表示が“ｾﾞﾛ”になり
ます。

※2 上記それぞれの機能において比較は表示値に対して行われます。

　入  力  回  路：ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾃﾞｯﾄ形

　入力ﾊﾞｲｱｽ電流 ：2nA(TYP)
　ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度  ：100回/秒
　表　  　　  示：LED数字素子 文字高さ10mm(赤)

　電　　　　　源：AC90～132V
　使用温湿度範囲：0～50℃,35～85%RH(非結露)

AC180～264V(内部ｿｹｯﾄ切換)
　消　費　電　力：TYP 2.5VA(AC100V時)
　外　形　寸　法：96mm(W)×48mm(H)×95mm(D)DINｻｲｽﾞ
質　　　　　量：約350g
耐　　電　　圧：

各AC1500V 1分間

入力(LO)/ｱｰｽ(E)端子間、DC500V 1分間
電源端子/入力端子､ｱｰｽ(E)、ｹｰｽ、ﾘﾚｰ出力間

絶　縁　抵　抗：上記各端子間 DC500V 100MΩ以上 
　付　  属 　 品：取扱説明書、ﾈｼﾞ端子2ヶ

　ﾒﾓﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ： EEPROMを使用し設定ﾃﾞｰﾀを約10年間保持

　最　大　表　示：±9999
　小 　 数 　 点：任意の位置に設定可能(表示部ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁによる)
　零　　表　　示：ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ“ｾﾞﾛ”ｻﾌﾟﾚｽ

外　部　制　御：ｽﾀｰﾄ/ﾎｰﾙﾄﾞ(START/HOLD)
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ(D.Z)
ﾘｾｯﾄ(R.RE)
ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ(PH)

ﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ(PVH)
ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ(VH) (内部基板改造が必要です)

　比　較　動　作：ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度による

　　　　　　　　AC250V 0.1A 抵抗負荷 
AC120V 0.5A 抵抗負荷 
DC 28V   1A 抵抗負荷 

　制　御　方　式：ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演算方式
　設　定　範　囲：極性を含む上、下限設定-9999～0～+9999

　ホトカプラ出力：印加電圧 MAX.30V  電流 MAX.20mA
出力飽和電圧 20mAの時 1.2V以下

　比較条件(表示)：上限設定値＜指示値→ HI(赤色LED点灯)
上限設定値≧指示値≧下限設定値 →GO(緑色LED点灯)

指示値＜下限設定値 →LO(赤色LED点灯)

この端子はCOM端子に対して短絡(または“0”ﾚﾍﾞﾙ)の時点から有効になり
開放(または“1”ﾚﾍﾞﾙ)で通常表示になります。又、ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞﾓﾆﾀｰLEDが
点灯します。

“1”ﾚﾍﾞﾙ 3.5～5V “0”ﾚﾍﾞﾙ 0～1.5V  入力電流 -0.5mA

　測　定　機　能：直流電圧測定、計装入力測定のうち1機種を指定

3機能のうち1機能を選択

　比 較 リ レ ー ：接点容量

最大許容
入力電圧

入力ｲﾝﾋﾟｰ
ﾀﾞﾝｽ表　　示測定範囲

ｵﾌｾｯﾄ　±9999

確度：±(0.03% of rdg +3digit)(23℃±5℃,35～85%RH)

ｵﾌｾｯﾄ　0～±9999
100MΩ
  1MΩ ±250V

±250V

最大許容
入力電圧

入力ｲﾝﾋﾟｰ
ﾀﾞﾝｽ表　　示測定範囲ﾚﾝｼﾞ

ｺｰﾄﾞ型式

ｵﾌｾｯﾄ　0～±9999
ｵﾌｾｯﾄ　±9999

確度：±(0.03% of rdg +3digit)(23℃±5℃,35～85%RH)

表　　示測定範囲 入力電流
ﾚﾝｼﾞ
ｺｰﾄﾞ型式 内部抵抗

確度：±(0.1% of rdg +3digit)(23℃±5℃,35～85%RH)

ｵﾌｾｯﾄ　0～±9999
ｵﾌｾｯﾄ　±9999

尚、本体に組み込む時はﾘｰﾄﾞ線を噛まないようにｹｰｽを上下に拡げて
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁ基板を入れてください。

　表　示　速　度：12.5回/秒
演算結果が負の時に“－”を表示する。

  ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ警告 ：表示範囲以上の入力信号に対して“　　 ”または

“　  　 ”と表示保存温度-10℃～+70℃以内、湿度60%以下の範囲で保存してください。
特にほこりの多い場所での使用の場合は、時々ｹｰｽより本体を抜き出し
ほこりを除いてください。(内部部品の温度上昇の原因になり寿命を短く
します。)本体ｹｰｽ、ﾊﾟﾈﾙはﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成形品ですので、ｼﾝﾅｰ等の揮発性の油
で汚れを拭かないでください。

◎校正は次の様に行ってください。(第6図参照)

◎長期間にわたって初期の確度を保つため定期的校正をおすすめします。
本器を校正する場合0.01%以上の精度の標準装置が必要です。

(1)本器前面ﾊﾟﾈﾙを取りはずします。
(2)電源を接続して20分以上のﾗﾝﾆﾝｸﾞを行った後調整してください。
(3)ｾﾞﾛ、ｽﾊﾟﾝ調整(1V,2Aﾚﾝｼﾞを除く)

まず、入力端子HI,LOを短絡し、表示がｾﾞﾛになるようにｾﾞﾛ調整ﾎﾞﾘ
ｳﾑを廻します。
次に、入力にﾌﾙｽｹｰﾙ(9900)に相当する電圧または電流を印加し表示
が9900になるようにｽﾊﾟﾝ調整ﾎﾞﾘｳﾑを廻します。次に－極性の電圧
を印加し、表示が-9900±0.03% of rdg(読み)±3digitであることを
確認します。

(4)ｾﾞﾛ,ｽﾊﾟﾝ調整(1V,2Aﾚﾝｼﾞ)
1)ｵﾌｾｯﾄ調整（第6図参照)

します。
2)ﾌﾙｽｹｰﾙ調整

入力に4.8V(19.2mA)を入力し、ｽﾊﾟﾝ調整ﾎﾞﾘｳﾑを廻して、表示を
9500とします。

3)再度入力を1V(4mA)とし、表示が0となることを確認します。もし
合わない場合は上記の2),3)を繰り返します。

※ﾃﾞｰﾀ設定値　FSC 9999、 OFC 0,INP 9999

保証期間は、納入日より1ヶ年です。この間に発生した故障で明らかに
弊社が原因と判断される場合は無償で修理致します。

本製品は厳重な品質管理のもとで製造,試験,検査をして出荷していますが
万一故障した場合は取り扱い店、または直接弊社へ御連絡(送付)ください。
(故障内容はできるだけ詳しくﾒﾓされ、現品と同封していただけると幸いです。)

(例)AMH-133-12-11

(御注文の時に□内に記号を記入してください。)

※2.ﾎﾄｶﾌﾟﾗ※2.ﾎﾄｶﾌﾟﾗ出力出力

電源電源

　1.ﾘﾚｰ　1.ﾘﾚｰ出力

1.AC 90～132V
※2.AC180～264V

AMH-133-□□-□□

1V.1～5V(入力)
2A.4～20mA(入力)
12.±999.9mV
13.±9.999V

ﾚﾝｼﾞｺｰﾄﾞ
ｼﾘｰｽﾞ名

基本型式
※受注品　

±999.9mV

型式 ﾚﾝｼﾞ
ｺｰﾄﾞ

AMH-133-12

●ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ、ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ、ﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ機能
●ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ(強制ｾﾞﾛ表示)機能

●入力信号を任意の物理量、化学量として表示可能にするｽｹｰﾘﾝｸﾞ機能
(ｵﾌｾｯﾄ設定±9999、ﾌﾙｽｹｰﾙ設定±9999)
1～5V,4～20mA入力対応、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｹｰﾘﾝｸﾞ方式

●ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度100回/秒
●ﾌﾙ4桁表示(最大9999)

AMH-133ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾒｰﾀﾘﾚｰをお買い上げいただきましてありがとうござ
います。本器は全て厳重な品質管理のもとに生産されておりますが
はじめに輸送中での破損が無いか、また仕様上の違いが無いかを点検
してください。品質及び仕様面での不備な点がありましたらお早めに
お買い上げいただいた代理店もしくは弊社営業部迄ご連絡ください。

第3-1図のようにﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙをはずしてください。
2)本体内部基板の取り出し

次に第3-2図のように両側面の角孔にﾄﾞﾗｲﾊﾞを入れて内枠を押し出
して内枠をはずしてください。ｹｰｽを多少上下に拡げてﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁと
内部基板を静かに取り出してください。(この時、後部のﾈｼﾞ端子は
外してください。)

　動  作  方  式：逐次比較方式

10ms

※6

※1

※5

10ms以上

500μs以上10ms以下

※2

※4 ※4

ﾘｾｯﾄ
※3

ｽﾀｰﾄ/ﾎｰﾙﾄﾞ

A/D変換(内部)

※5 内部A/D変換が終了してから比較出力までの時間 500μs
※6 動作時間　ﾘﾚｰ出力 MAX 5ms

ﾎﾄｶﾌﾟﾗ出力 MAX 500μs

※4 1ms以上10ms以下
※3 ﾎｰﾙﾄﾞ動作中、ﾘｾｯﾄ機能は動作しません。
※2 ｽﾀｰﾄ信号入力後最初の比較出力までの時間　約10.5ms
※1 ｽﾀｰﾄ信号が入力されてから内部A/D変換が終了するまでの時間  約10ms

信号入力

ｱﾅﾛｸﾞ

ﾘﾚｰ出力

ﾎﾄｶﾌﾟﾗ出力

解除はﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ端子解放(または“1”ﾚﾍﾞﾙ)

※1 ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ,ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ,ﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞにおいて測定範囲を超えた入力
が印加された場合、表示は　　 または　 　　となります。

比較判定の結果により、HI,GO,LOのいずれかのﾎﾄｶﾌﾟﾗのｴﾐｯﾀ、ｺﾚｸﾀ間が

１ ２ ３ ４ ６５ ７ ８ ９

ｾｯﾄ内部

上側ｺﾈｸﾀ

出力飽和電圧 20mAの時 1.2V以下

出力容量：印加電圧 MAX.30V  電流　MAX.20mA

※3 ﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞにおいて入力値の変化により、表示が“9999”を超え
る場合がありますが、この場合表示は“    ”または“      ”となります。

※4  ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能が有効の場合は、ﾘｾｯﾄ機能は無効となります。

ba(c)c(e) ba(c)c(e) ba(c)c(e)

HI GO LO

ｵﾝになります。なお、ﾎﾄｶﾌﾟﾗのｴﾐｯｯﾀ間は他の端子と絶縁されています。

入力に1V(4mA)を入力し、ｾﾞﾛ調整ﾎﾞﾘｳﾑを廻して、表示を0と

50Ω ±70mA

約1MΩ ±250V

最大許容

± 9.999V

AMH-133-1V

4～20mAAMH-133-2A

(1)入力に最大許容値を超える電圧や電流を加えると，機器の破損
　　につながります。
(2)電源電圧は使用可能範囲内で使用してください。使用可能範囲

　　外で使用しますと火災・感電・故障の原因となります。
(3)本書の内容に関しては製品改良の為予告なしに変更することが

　　ありますのでご了承ください。
(4)本書の内容については万全を期して作成しましたが，万一ご不

　　審な点や誤り，記載もれなど，お気付きのことがありました場

　　存してください。

　　合は取扱店または直接弊社へご連絡ください。
(5)本書をお読みになった後は，いつでも見られる場所に，必ず保

(書き込み回数10万回保証)

1)ﾊﾟﾈﾙ面への本体取付
第1図の大きさの取付穴をあけ、第2図のように本体をﾊﾟﾈﾙ前面よりﾊﾒ
込み後面よりﾊﾞﾝﾄﾞで締め付けます。

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ
内枠

○ﾄﾞﾗｲﾊﾞにて内枠を
前へ押し出す
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取付用ﾊﾞﾝﾄﾞ

本体
取付ﾊﾟﾈﾙ

前面
ｱｸﾘﾙ板

取付ﾊﾟﾈﾙ

ﾈｼﾞ端子

ｺﾈｸﾀ

MIN.120
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取外し用穴

○ﾄﾞﾗｲﾊﾞにてこじる
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b)ｼｰﾙﾄﾞ
ﾉｲｽﾞが問題になる場合には、E端子を大地ｱｰｽか機器のｱｰｽ端子に接続

で覆うことが有効です。

4)ﾉｲｽﾞ
a)電源回路

などでは過大ｻｰｼﾞの防御用に外部でﾗｲﾝﾌｨﾙﾀやﾊﾞﾘｽﾀなどｻｰｼﾞ吸収回路
を使用してください。

3)振動,衝撃がかからないようにしてください。

2)ちり,ごみ,電気部品に有害な化学薬品,ｶﾞｽ類の無い場所で使用してくだ
さい。

1)本器は周囲温度0～50℃,湿度85%までの環境で使用し、特殊条件として
結露の状態には注意してください。

困難ですので、ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁが同一ﾗｲﾝで動作したり、雷の多い場所
本器の様な小型機器では完全な防止回路を組み込むことは、事実上

してください。空間誘導等が問題になる時には本体のﾓｰﾙﾄﾞｹｰｽを金属

AMH-133-13

1～5V

  極  性  表  示：

東京営業所

TEL　06（6310）8565（営業直通） FAX 06（6310）8500

TEL　03 (3251) 5551 (営業ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)
FAX　03 (3251) 5566 (営業直通)

Homepage URL    http://www.asahikeiki.co.jp

ＵＪ－４４７５７h

名古屋営業所 〒461-0002  名古屋市東区代官町35番16号　第一富士ビル7階
TEL　052（932）0652 FAX 052（932）0653

本社　　　　 〒101-0044　東京都千代田区鍛冶町1-5-7　江原ビルディング３階

大阪営業所　 〒564-0053　大阪府吹田市江の木町17-1　江坂全日空ビル4階
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φ3.2mm

5.9max
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OFF  OFF  OFF  点灯しない
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小数点
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2
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(GO)(HI) (LO)

小数点

数字素子
LED

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞﾓﾆﾀｰLED
極性表示

ｽﾊﾟﾝ調整ﾎﾞﾘｳﾑ
ｾﾞﾛ調整ﾎﾞﾘｳﾑ
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛﾓﾆﾀｰLED

LED
比較出力ﾓﾆﾀｰ 操作ｽｲｯﾁ

小数点点灯用
ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ
(SW120)小数点は、小数点点灯用ﾃﾞｨｯﾌﾟ

ｽｲｯﾁにより任意に点灯できます。
(第6図参照)

②“　　　 ”：ﾒｰﾀ部の各設定値をｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内部で計算し、係数aを

③“　　　 ”：ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値が他の比較設定値とｸﾛｽ(ｲｺｰﾙは可)した
を約2秒間表示した後に再び　　 の表示に戻ります。
求めその結果a≦1.25を満足しない場合に“　   　”

ただし、0＜ａ≦ 1.25 とします。( 1.25 ＝±1.25)

・設定ﾃﾞｰﾀ
ﾌﾙｽｹｰﾙ値
ｵﾌｾｯﾄ値 設定範囲0～±9999
ｲﾝﾌﾟｯﾄ値

ｂ＝ｵﾌｾｯﾄ値

ｲﾝﾌﾟｯﾄ値

ﾌﾙｽｹｰﾙ値－ｵﾌｾｯﾄ値
ａ(係数)＝ ・・<1>

ｙ＝ａｘ＋ｂ・・・・・・・・・・・・<2>

方式を用いています。

ｘ＝入力電圧、電流値(A/D変換値)

演算式

・ｽｹｰﾘﾝｸﾞには、ｱﾅﾛｸﾞ方式とﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ方式がありますが本器はﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ

ｙ＝表示値

・1-5Vの場合
　 　入力5Vの時“5000”

入力1Vの時“1000”
と表示する
場合

と設定
します。

・4-20mAの場合
　 　入力20mAの時 “500”

入力4mAの時 “8000”
と表示する
場合

と設定
します。

ﾃﾞｰﾀの設定が完了しますとａ(係数<1>式)を内部で演算しﾒﾓﾘｰします。
以後<2>式を使用し表示値ｙを求め、表示及び出力部に出力します。

(例1)入力が0.6Vの時“7000”
入力がｾﾞﾛの時 “ 100”

と表示する場合
(12ﾚﾝｼﾞの場合)

②ｵﾌｾｯﾄ値は、入力ｾﾞﾛの時の表示値を設定します。

7000-100
ａ＝

6000
＝1.15となり内部にﾒﾓﾘｰします。

0 入力値

表示値

(例1)の場合
a＝1.15

100

7000

0.6V

表示へ戻ります。

①“　　　 ”：比較設定値のHI＞LOの条件が満足されていない時に
“　　 　”を表示し、操作ｽｲｯﾁ(第6図参照)を受け

付けなくなります。

3    2　　1

この状態は、これから設定するﾃﾞｰﾀ名です。

とﾃﾞｰﾀが表示されます。
点滅している桁が設定有効となります。

します。

以後のﾃﾞｰﾀ設定も同じ要領で繰り返します。

※1)ﾒｰﾀ部の設定範囲は、±9999までです。
10 桁は、±0～±9の繰り返しとなります。３

その他の桁は、0～9の繰り返しとなります。
※2)ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ部の比較設定値は、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁで行います。

次にﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ　　を押すと測定状態になります。

またH-HI,H-LOのﾋｽﾃﾘｼｽ値は、ﾌﾙｽｹｰﾙの10%まで設定可能です。
(0～999)

よって　　　は“　　 　”と設定します。
①ﾌﾙｽｹｰﾙ値は、0.6V入力した時の表示値を設定します。

よって      は“       ”と設定します。

よって      は“       ”と設定します。
③ｲﾝﾌﾟｯﾄ値は、ﾌﾙｽｹｰﾙ値を表示する時のﾒｰﾀへの入力値を設定します。

※ｿｹｯﾄの位置によっては、本器を破壊する恐れがありますのでご注意
願います。

2)入力信号の接続
Ⅰ)入力信号(直流電圧・電流)はINPUT HIとLO端子間に接続してくだ

さい。

Ⅲ)入力信号に高周波ﾉｲｽﾞが重畳しているときは入力に低域通過ﾌｨﾙﾀを
用いてください。ただし時定数で応答時間に遅れが出ますので使用

Ⅴ)電流測定のとき被測定信号は接地されているときとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞのとき

外部ﾉｲｽﾞの影響があるときはE端子を大地に接続してください。
3)E端子

ただし、大地接地のときｱｰｽ抵抗が大きいと逆にﾉｲｽﾞを拾う恐れが
ありますので注意してください。

がありますが、接地されているときは出来るだけ電位の低い点に
ﾒｰﾀ入力を挿入して測定してください。

Ⅳ)入力には最大許容以上の電圧電流を絶対に加えないでください。

信号源でLO側と1点接続してください。
Ⅱ)外部ﾉｲｽﾞの多いところでは入力信号は2芯ｼｰﾙﾄﾞ線を使用し外被は

条件によっては注意が必要です。

出し、第5図のようにｿｹｯﾄを差し替えてください。

AC180～264Vでも使用できます。
また内部ｿｹｯﾄ切り換えにより
～132Vで使用してください。
状態となります。電源はAC90
電源を接続すると直ちに動作
電源ｽｲｯﾁが付いていませんので
電源を接続します。本器には
下側ｺﾈｸﾀのPOWERのところに

1)電源の接続

START/HOLD下側

端子の接続は第4図を参照してください。
GOGO上側

ba(c)c(e)

LOLO

ba(c)c(e)ba(c)c(e)

HIHI

POWER
COMLOHI

ANALOG OUT(+)
INPUT

DZ E

９８７６５４３２１

１ ２ ３ ４ ６５ ７ ８ ９

( ):PHOTO OUT

(例2)AMH-133-〔1V,2A〕-□□計装入力の場合

注)表示範囲が0～±9999となっておりますので、ｽｹｰﾘﾝｸﾞ値によっては
ｙが9999を越す場合がありますが、この場合表示は　　　または
　　となります。

注)例1で入力が0.9Vの時、表示値はｙ＝10350となりますが本器の
表示は“     ”となります。

また表示のHI,GO,LOの判定のLEDはすべて消灯します。

※START/HOLD端子が“0”ﾚﾍﾞﾙまたはCOM端子と短絡されているときは
ﾘｾｯﾄ機能は動作しません。

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ機能は、現在表示されている値を“ｾﾞﾛ”にする機能で有効
範囲は±1～9999です。
この端子はCOM端子に対して、短絡(または“0”ﾚﾍﾞﾙ)の時点から有効
となります。
又、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛﾓﾆﾀｰLEDが点灯します。
“入力値”＝“表示値”＝“ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ値”
以後DZ端子が開放(または“1”ﾚﾍﾞﾙ)になるまでの期間は
(“入力値”＝“ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ値”)＝“表示値”
とし、上記の表示値を表示すると同時に比較設定値(ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁ)との
比較を行い結果を出力します。

尚、本器は入力LOとCOM端子(下側端子)は、内部で接続され同電位です。
したがって外部制御は出来るだけﾘﾚｰ、ｽｲｯﾁ等機械的接点で制御して

おすすめします。

制御部

LO

COM

※
i

各入力端子
外部電源

ﾎﾄｶﾌﾟﾗ

ﾒｰﾀ内部

PH

START/HOLD
R.RE
DZ

等の入力

その他に上記同様A/D変換した結果に対して常に最小値を表示する
ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞあるいは“最大値－最小値”を表示するﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ
機能があります。

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞに関する機能変更は6-2-2)項により内部基板を取り出し上側
ﾌﾟﾘﾝﾄ板にあるﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁSW51にて次の内容で行ってください。

※SW51の3,4は動かさないでください。

IC57

上側基板部品面
431 2

SW51
ON

OFF

表示部側 2      1
ﾃ゙ ｨｯﾌ ｽ゚ｲｯﾁ

機　能

i=-0.5mA

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能を選択する場合は
6-2-2)項により内部基板を取り
出し、下側基板半田面のSJ1,SJ2
を次のように半田処理してください。

SJ1 ････････ ｵｰﾌﾟﾝ
SJ2 ･･････････ 半田ｼｮｰﾄ

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能は入力端子(HI,LO間)に印加される電圧電流をA/D変換
した結果に対して常に最大値を表示比較する機能です。比較は表示値
に対して行われます。

ｼｰﾙﾄﾞ板

PH SJ2
RESET
SJ1

下側基板半田面

※1 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ機能、有効の状態で停電があった場合は内部ﾒﾓﾘｰしたﾃﾞ
ｰﾀが失われます。停電復帰後においては最初にA/D変換された内容
がﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ値としてﾒﾓﾘｰされます。

※2 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ値によっては、入力値の変化により表示が“9999”を超
える場合がありますが、この場合表示は　　または　　 となります。

ST1

200 200

100 100

AC180V～264V
(“200”側)

AC90V～132V
(“100”側)

■

■

■■■■■

■

■

ﾃ゙ ｨｯﾌ ｽ゚ｲｯﾁ

(PH,VH,PVH)R.RE

接点

NO a≦1.25 ﾋｽﾃﾘｼｽ条件
NO

(ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ)

測定開始

      (ｲﾝﾌﾟｯﾄ値)

      (ｵﾌｾｯﾄ値)

ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ ON

       (下限ﾋｽﾃﾘｼｽ値)

       (上限ﾋｽﾃﾘｼｽ値)

      (ﾌﾙｽｹｰﾙ値)

+5V

6-2-2)項により内部基板を取り

R   M        ▲

▲

場合に“　　 　”を2秒間表示した後、ﾋｽﾃﾘｼｽ設定の

次にﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ   を押しますと、次のような表示になります。

もう一度ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ   を押しますと

▲

ｼﾌﾄｽｲｯﾁ　 で設定桁を選びｲﾝｸﾘﾒﾝﾄｽｲｯﾁ　 にて希望するﾃﾞｰﾀを設定▲

設定が完了したら、ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ   を押し、次のﾃﾞｰﾀを設定します。

“1”ﾚﾍﾞﾙ +3.5～5V  “0”ﾚﾍﾞﾙ 0～1.5V  入力電流 -0.5mA

R.RE端子とCOM端子(下側ｺﾈｸﾀ)を短絡(または“0”ﾚﾍﾞﾙ)にする事に
よって比較ﾘﾚｰ出力はHI,GO,LO共にc端子－b端子間導通となります。

“1”ﾚﾍﾞﾙ +3.5～5V  “0”ﾚﾍﾞﾙ 0～1.5V  入力電流 -0.5mA

ください。TTLまたはﾄﾗﾝｼﾞｽﾀで制御するときは、第7図のような回路を

ﾈｼﾞ端子側

O N  OFF  O N  10  　〃　

O N  O N  OFF  10  桁点灯

OFF    OFF   

O N　  OFF   ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ

OFF    O N   ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ

O N    O N   ﾋﾟｰｸﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ

※負荷の性質によって必ずしも一致しませんので実装にて確認

する必要があります。

表示値

入力値1V
(4mA) (20mA)

5V

500
1000

0

5000

8000

r
C
①

r

ﾊﾞ
ﾘ
ｽ
ﾀ

④

②

③ﾊﾞﾘｽﾀ

⑤

出力接点
ﾒｰﾀﾘﾚｰ

(R)

誘
導
負
荷

① AC,DC
r ～ R C:0.1μF

AC R≪ｒ
Rのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽがc,rのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

③④ AC,DC　
⑤ DCのみ

に対し充分小さいとき

② DC( r ～ R 10Ω以上必要です。)

保護回路の挿入をおすすめします。

尚、誘導負荷(ﾘﾚｰ,ｿﾚﾉｲﾄﾞ)を開閉する場合、ｱｰｸによっておこる接触
障害(溶着等)を防止し接点の信頼性、あるいは寿命を延ばすため接点

ａ：ｃ－ａ間　導通 ｂ：ｃ－ｂ間　導通
※接点容量  AC 250V 0.1A  抵抗負荷

ＨＩ側 ＧＯ側 ＬＯ側

ｂ ａ
ｂ

ｂ

ｂ
ｂ
ａｂ

ﾘﾚｰ出力
比較出力

ＬＯ

AC 120V 0.5A  抵抗負荷
DC  28V   1A  抵抗負荷

ﾘﾚｰ接点出力は上側端子のHI(a,c,b),GO(a,c,b),LO(a,c,b)です。
接点構成は次の通りです。

HI SET

LO

GO

LO SET

例　ﾋｽﾃﾘｼｽがｸﾛｽしている

-500
-505

-510

-515

＝a-c間導通

LO ﾋｽﾃﾘｼｽ

HI ﾋｽﾃﾘｼｽ

入力

HI SET

例　ﾋｽﾃﾘｼｽがｸﾛｽしない

LO

GO

LO SET

入力

HI ﾋｽﾃﾘｼｽ

LO ﾋｽﾃﾘｼｽ

1000
990

510

500

設定は、ﾌﾙｽｹｰﾙの10%までです。(0～999)
ﾋｽﾃﾘｼｽと各設定値の関係は次のようになります。

上限設定値≧(下限設定値＋下限ﾋｽﾃﾘｼｽ値)

a)比較設定値
上下限の設定が可能です。

ません。
設定は、0～±9999まで可能ですが、次の条件を満足しなければなり

上限設定値＞下限設定値
b)ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値

ﾒｯｾｰｼﾞは次の通りです。
上限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値“　　 　”
下限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値“　　　 ”

ａ

ＧＯ
ＨＩ

※接点信号使用上の注意

ﾘﾚｰ接点で動作制御するときは、
ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞによる誤動作に注意して
ください。ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ防止には下図
の回路が有効です。
さらに接点電流が少ない為、接点
は微少電流用を使用してください。

C

R (ﾘﾚｰ,ｽｲｯﾁ)
ﾒｰﾀﾘﾚｰ

各制御端子

COM

C＝0.1μF 

R＝100Ω 

START/HOLD端子とCOM端子(下側ｺﾈｸﾀ)を短絡(または“0”ﾚﾍﾞﾙ)する事
によってその直後の表示及び比較結果がﾎｰﾙﾄﾞされます。

“1”ﾚﾍﾞﾙまたは開放)により測定が開始され、1ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ後に表示及び
比較出力が得られます。

また必要なﾀｲﾐﾝｸﾞで開放(あるいは0Vから500μs以上10ms以下の正ﾊﾟﾙｽ

“1”ﾚﾍﾞﾙ +3.5～5V  “0”ﾚﾍﾞﾙ 0～1.5V  入力電流 -0.5mA

下限設定値≦(上限設定値－上限ﾋｽﾃﾘｼｽ値)
※ﾋｽﾃﾘｼｽ値HI,LOはｸﾛｽしても良いが、他の比較設定値を超えると

ｴﾗｰとなります。

ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ　 を押しますと、次のような表示になります。

EEPROMへの書き込みは次のときに行われます。
・比較、ｽｹｰﾘﾝｸﾞ、ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾃﾞｰﾀの各設定を行って測定動作に戻るとき。

ください。

上記例のように計装入力の場合は、5V(または20mA)入力時の表示値を

注)計装入力の場合a,bの値が異なります。

“     ”に設定します。又、1V入力時(または4mA)の表示値を“     ”
に設定します。“     ”値は5V(または20mA)入力された時、内部のA/D
には1V入力されるように調整してありますので“       ”と設定して

HI
比較出力

HI
比較出力
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